
小中一貫教育検討状況について 

 

１．昨年度の実施内容 

 

 

２．今年度の実施内容 

  【1】学校視察 

①坂戸市立城山小・中学校（5月16日）参加者11名 

②日高市立武蔵台小中学校（5月21日）参加者9名 

　　　  

【2】長瀞町小中一貫教育検討委員会第５回会議（6月25日） 

①小中一貫教育に係る研修会（3月18日開催）について 

②学校視察の報告について 

 

 年月日 内　　　　容

 R 6. 6.27 長瀞町小中一貫教育検討委員会第1回会議 

委嘱書の交付、委員長・副委員長の互選、町教育委員会からの諮問、委員会

の説明、アンケート調査について

 R 6. 7.17

～ 　 

R 6. 8. 2

保護者及び地域住民を対象としたアンケート調査を実施 

対　象：保護者（309人）及び地域住民（700人）の計1,009人 

回収率：37.0％（373人／1,009人）

 R 6. 8. 2 学校施設の劣化状況調査を実施

 R 6. 8.29 長瀞町小中一貫教育検討委員会第2回会議 

学校施設の劣化状況等について、アンケート調査の結果について

 R 6. 9.25 第１回小中一貫教育検討に係るワークショップ

 R 6.11.21 総合教育会議で進捗状況を説明

 R 6.11.25 議会全員協議会で進捗状況を説明

 R 6.12. 5 第2回小中一貫教育検討に係るワークショップ

 R 7. 1.16 長瀞町小中一貫教育検討委員会第3回会議 

小中一貫教育検討に係るワークショップについて、検討状況の中間報告につ

いて

 R 7. 2.13 長瀞町小中一貫教育検討委員会第4回会議 

検討状況の中間報告について

 R 7. 2.20 長瀞町小中一貫教育検討委員会中間報告書を委員長から教育長に提出

 R 7. 2.26 総合教育会議で中間報告書について説明

 R 7. 3.18 長瀞町小中一貫教育に係る研修会開催



　【3】長瀞町小中一貫教育検討委員会第６回会議（8月28日） 

　　ワーキンググループ（３グーループで２つの課題について討議） 

①一貫教育で期待できることは 

　　・9年間の一体的教育・教員の連携強化による教育効果の向上（特色ある教育）が期待できる。 

    ・「豊かな自然体験を通しての長瀞を誇りに思う人づくり」をしたい。荒川や宝登山など環境を

活かした「長瀞学」の学びをすることで実現化できると考える。 

    ・国際教育などの時間が増えることや、小中合同で夏休みなどを利用した防災キャンプなど体

験学習などできるのではないかと期待できる。 

 

②長瀞町の小中一貫校の設置形態 

　　・施設一体型の小中一貫校が望ましい。同一建物であれば連携がとりやすく費用も抑えられる。 

　  ・中間報告書にも示されているように、財政面を考え、現在の長瀞中学校に義務教育学校とし

て設置する形態が望ましい。 

　・小・中学校間の連携や接続が図れ、問題とされる中１ギャップの緩和、解消が期待できるた

め、施設一体型の義務教育学校が望ましい。 

 

【4】長瀞町小中一貫教育検討委員会第７回会議（11月25日） 

　　　長瀞町小中一貫教育検討「答申案」作成に向けて 

 

３．検討委員会今後の予定 

　令和7 年12月　長瀞町小中一貫教育検討委員会第８回会議 

8 年  1月　長瀞町小中一貫教育検討委員会第９回会議（場合により他一回） 

 

４．検討状況の広報 

・「小中一貫教育検討委員会だより」の発行 

 

・会議資料等の町ホームページ掲載 

 

　　 　　

 

　　


